
. 国際シンポジウム・ 
セミナー 

 
2022 年度 国際シンポジウム・IGS
セミナー・研究会  

 



国 ン ジ ー 

 

 

▶ 2022  国際 ン ジ ム・セ ー概要────────────── 

 2022 年度は IGS 国際シンポジウム 1 件、IGS セミナー8 件、研究会 1 件を 催した か、共催国際シ
ンポジウム 2 件、後援イ ント 1 件を開催した。 は次 以 を いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

IGS 催国際シンポジウム 
リプロダク ・ジ ス ス ・中 ・ をめ る社会 を り開く 27  

IGS 催セミナー 
The Marcos Return: What Does it Mean for the Philippines? 30  

フェミ ム と 動 共感と啓 をどう げるのか 31  

19 国女 のインターセクシ ナルな イデン と デ 理 ジ ーナ・ト ルース女
会 たしは女ではないのか （1851）を に 

33  

日本（と ）における 的 イ リ の  35  

ク な か 新たなク ／ ー か 中国大 と のク 女 たちのトランス
ナシ ナルな 動 （ リ ） 

37  

「 」を する 今 ・ ンタリー 画 からゆきさ （1973） 考 39  

と らしのポリ クス 41  

ク する 日本 学 ・動 ・ りとジェンダー 43  
IGS 催研究会 
IGS 研究協力員研究報告会 45  

共催国際シンポジウム 
ジ におけるジェンダーと  47  

「 ラスの 」をよじ る 「 ラスの 」の にあるもう とつの えない  48  

IGS 後援イ ント 
日本フェミ スト 学会 2022 年度大会 
フェミ スト 学からみた ・ 力 ⻑的  

49  

ジ プロ

クテ ジ テ

る

 

IGS ー ク な  なク ーマテ テ

のク のト な

テ ）  

IGS ー の テ ク  

26



 

ジェンダー研究所事業報告書 

▶ 2022  国際 ン ジ ム ─────────────── 

IGS 国際 ン ジ ム 

リプロダ ティ ・ジ ティ  
・ ・ を る を  

 

日 2022 年 12 20 日（ ）16:00~19:15 

会  

イ リッ 開催（共 2 201 、Zoom ウェ ナー） 

パネリスト  

イ ト・リ ・C（ リフ ル 大学教 ） 

「ロー ・ ス 後の 国におけるリプロダク ・ライ
／ジ ス ス」 

本 子（元 大学教 ） 

「 教 と リプロダク ・ライ （日本）」 

定であった ク・ ン ン （ 大学 ）は  

コ ン ーター  

高⾕ （ 大学 教 ） 

子（ 大学大学 特任 教 ） 

大 子（「SOSHIREN 女（ たし）のからだから」 ンバー） 

理 （お茶の水女子大学特任 ） 

総合 会・ 申 （IGS 教 ） 

デ ーター 本 子（IGS 特任リ ー フェロー） 

催 ジェンダー研究所 

共催  グローバルリーダーシップ研究所 

日 （ ） 

者 308  

 

本シンポジウムは「リプロダク ・ジ ス ス」の 念を り として、 ・中 ・ の
定を ／ にするのは か、 ・ ・社会 動はどのように関 ってきたのかを 国 び日本の専

らと することを目的に開催された。第一部のパネリスト報告では中 を る 国 高 の や日本
におけるリプロダク ・ ルス／ライ の について報告がなされた。第 部では 4 のコ ン ータ
ーから「リプロダク ・ジ ス ス」を える な や り 上での についてコ ントがあ
り、デ ス ッシ ンが行 れた。  
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開催報告  

で、本シンポジウムの企画者である申 が次のような開催 を た。 ・中 ・
をめ る女 の 定やそれを する 、 的 ー スは基本的 であるが、 の中で女

のからだや 力は に 力によって が れてきた。2022 年に リ 高 は、
中 の の 的 となってきたロー対ウェイ を す 定を下した。また日本では の

が だに 在している。特に 年は、ジェンダー、 、セクシ リ などが交 する の
中で女 は されており、 の「リプロダク ・ ルス（ ・ ・ をめ る ）」や

「リプロダク ・ライ （ ・ ・ をめ る ）」のみなら 、それを 構 に目
を ける がある。本シンポジウムでは上 の 意 から「リプロダク ・ジ ス ス（ ・

・ をめ る社会 ）」の 念を り として、 ・中 ・ の 定を ／
にするのは か、 ・ ・社会 動はどのように関 ってきたのかを 国 び日本の専 らと
したい。 

第一部のイ ト・リ ・C からの報告では、ま リプロダク に関する 3 つのフ ームワー
クが された。本シンポジウムの ー であるリプロダク ・ジ ス スは、女 の中
に を当てたリプロダク ・ライ の限 から し、学術 念であると に社会 動の 念
として発展してきた。その中心には社会的 等への注 、インターセクシ ナリ 念の使用、コ
ミ の がある。次に報告では リ の中 を してきた 高 についての

があった。1973 年のロー対ウェイ は、中 を「プライバシーの 」として け「ジェ
ンダー 等」の として めた けではない。しかしながら は女 が の への や
理を確 する上で な意 を ってきた。こうした は 2022 年の ス対ジ ク ン女

により中 の ・規制が になったことで、大きく しつつある。イ ト は、 ス
は 事が 高 の過 を める を したものであり、 の特徴として リ

スト教、新 、 への支 があること、また によって 在 リ は中 をめ る「内
」 態になっていると指 した。 により、中 における しない 続の 制、

の の 、 ・中 の 大が 念されている。また、 的には 方 や
などプライバシー に る他の にも をもたらす がある。こうした な への
として、 後にイ ト は中 における ー ス の動きや、インターセクシ ナ

リ の に した と と をめ る の を するリプロダク ・ジ ス
ス 動も まっている を げ、中 のみなら な社会 の に して り ことが

の であると指 した。 

2 目のパネリストである 本 子 からは、日本のリプロダク ・ ルス／ライ の と
それに対する 教 ・ の について 的な が された。ま 本 は、日本にお
けるリプロダク ・ジ ス スの な として日本 制の が 解 なことを

げ、 の ・ が であると に、 が事実や を してきた実態を指 し
た。また過去には、 に基 き 制 手術が行 れてきた事実があり、 による 者やト
ランスジェンダーの へのリプロダク ・ライ の は 在も となっている。さらに、日
本の ・ ・ ・中 は によって バーされ 、 会が中 に関し 大な 力を
つとともに、使用できる 方 も限定されている がある。こうした において 教育の推進は

だが、日本の 教育は 的に れており、その に 教 ・ によって を けて
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きた がある。 教育へのバッシングは 2000 年 に であり、 による 教育 は 果とし
て日本の 教育の に がった。 教育 の中 には女 の 的 定 への 対 があり、
方 と びつきながら 「 」 動、 的 、LGBTQ 定などの リプ
ロダク が続けられている。特に より を する「 教育支援 」は国 ル
での の になる れがあるため、 い によって する がある。 後に日本にお
けるリプロダク ・ライ びジ ス スの推進に けて、中 件や 用の緩和、 方 の

大とともに、 的 として日本 制と が した を に するよう
することが であるとして報告は めくくられた。 

第一部のパネリスト報告を まえ、第 部では 4 の専 から以下のコ ントが せられた。ま 、
高⾕ からは両報告ともに国 ルの 教 の 的 を 念していたことを まえ、国

ルの とリプロダク ・ジ ス スを考える際に「ネイシ ン（国 ）の 」も関 す
るのではないかと がなされた。そして、日本の 的な 女 である国際 女 と 実

の 理・ 定が されている について がなされた後、ネイシ ンの は
的グローバル の中でどのように しているのかという が報告者になされた。 

次に、 子 からはま 、リプロダク ・ジ ス スはリプロダク ・ ルス／ラ
イ に る「新しい 」ではなく、 つは り しがたく びついている が 調された。そして
実 的なリプロダク ・ ルス／ライ の 得のためには、リプロダク ・ジ ス スを
まえた社会 が であり、日本では 国 理制度や 者の 動にも り きことが
指 された。さらに 年は と女 動の も られており、リプロダク ・ ルス／ラ
イ は 者の や の でもあるとして、その を げていく が された。 

3 目の大 子 からは、リプロダク ・ ルス／ライ の定 が日本では かりにくいも
のに まっていること、また中 を と なす発 が日本社会に く、女 が せられる に
がっていることが として指 された。さらにリプロダク ・ ルス／ライ と併せてジ ス

スも日本では定 していないことが され、その理 として日本でジ ス スというと国
が し ける ⻑的なイ ージがあること、また ジ リ 女 の すら いことが げられた。
今後は の 上げと の に け、 の 理に ら い 動がリプロダク ・ジ ス

スを させ、その実 に けて が であると られた。 

4 目の 理 からは、日本の 以 の 理に る は一方で の を 進する
と に、他方で な子 や 力のない国 を する 面 を しており、これらの は
バイオ・ポリ クスの れと しうるという指 がなされた。そして、プロライフかプロ イス
かという 対 は、中 を の意 と 固に びつけて内面的な動 を形成するバイオ・ポリ
クスの 面から えなおす があるのではないか、また今後どのような教育・啓発を行う きか、
という がなされた。 

ではイ ト に対し、 ス 以 から リ の中 をめ る は していたが、
それでも が であるのはな か、 ジ 系 リ 女 の における や 、 リ

における 者 件について がなされた。またイ ト から日本における の について
があった。日本と リ の対 の中で、リプロダク ・ジ ス スを考える な り

が され、 して り が されシンポジウムは となった。 

当 高 （お茶の水女子大学大学 後 ） 
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▶ 2022  IGS セ ー ───────────────── 

IGS セ ー 

e r os eturn 
 t oes it e n for t e i i ines  
 
 
日 2022 年 6 20 日（ ）15:00 16:00  

会 オンライン開催（Zoom ウェ ナー） 

 

Jean Encinas-Franco（フ リ ン大学教 ） 

デ ス ッ ント  

Jan Robert Go（フ リ ン大学 教 ） 

デ ーター  

Ki-young Shin（IGS 教 ） 

Ella Syafputri Prihatini（ ナ・ ンタラ大学 ） 

催 ジェンダー研究所 

 

者 16  

 

The Philippine presidential election drew the attention of many. The elected is the son of Marcos, the dictator who 

was overthrown by people s power during the democratization in the 1980s, and the vice president is the daughter 

of an authoritarian president. Why did the Philippines choose them as national leaders? Prof. Jean Encinas-Franco  

talks about this puzzle and what the result of the presidential election means for the Philippines. 

She reviews the current status of political economy in the Philippines and focuses on the generation gaps in 

perspectives on the past political history. Prof. Encinas-Franco emphasizes a new role of SNS in the political 

campaign of these newly elected leaders. 
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IGS セ ー（学内 ） 

フェ ム と 動 
と を るの  

 

日 2022 年 7 28 日（ ）15:30 17:00 

会 間 研究 408 （対面） 

スト  

子（雑誌 シ ー 者） 

会  

（お茶の水女子大学大学 ジェンダー社会
学専 ） 

（お茶の水女子大学大学 ジェンダー社会
学専 ） 

催 ジェンダー研究所、「フェミ ム理 の 」 ミ 

日本  

者 21  

 

開催報告  

2022 年 7 28 日（ ）、IGS セミナー「フェミ ム と 動 共感と啓 をどう げるのか」が、
所 教 申 の 当する「フェミ ム理 の ミ」との共 で開催された。 ミ 者

、 の 会により、雑誌 シ ー 者 子 の報告と事 ン ートをも
とにしたトークセッシ ンが行 れた。 

はじめに企画者である申 から開催の が された。申 は IGS の刊行する学術雑誌 ジェンダ
ー研究 の ⻑としての などから、学術的な では くリー できるものが き らいと感じ
ていた。そ な中「雑誌感 で めるフェミ ム ック」として刊行されたことで注目していた
シ ー への を から けた。そこで、フェミ ムの き を制 する思いや な

どについて る く に をし、本セミナーが実 した。 

続いて より、ま シ ー の が報告された。 シ ー は 2019 年 11 より
刊され、 刊 特 はシ ー ・ ・ ー ワールであった。 シ ー というタイトルは、 動

と していた があった 3 のシ ー 、 ー ワール（ 学者）、 ェイ （Weil、 学者）、
ェイ （Veil、 ）からとった。 女 元制から し、 な を するフェミ ム を

目指し、 ー ワールの「 は女に まれるのではない、女になるのだ」からもう一 み してジ
ェンダーを考えていこうという ちではじめた。フランス りの雑誌を企画した理 として、 が
フェミ ムに れるきっかけになったのは 画 ス・ ルダであり、 ルダとの がり
から ー ワールを ったこと、日 女 研究学会に所 などしていること、また 国や のフェ
ミ ムはすでに く されていたことをあげた。第 4 までは 特 を行なっていたが、 事
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を り うには限 があるように感じ ー 特 を みたところ を した。 ー 特 の方が
りやすいのではないかと考え、当面は ー 特 にシフトする。 

次に シ ー をつくりたかった として は、 ー ワール 第 の （1949）刊行か
ら 70 年を えること、そして SNS による第 4 フェミ ムの り上がりをあげた。特に Twitter

は な を する な ールであり、 も 動には使用している。しかし Twitter での に
は限 を感じており、 が や 画からフェミ ムに りその後に本を ことで まった
から、SNS でフェミ ムに を った に活 に れて しいと考える。だが大学に っていない

にとって学術 などはどの本から手に って いか からないため、理 、 、 に れるき
っかけとなるような を目指したいと考えた。さらに 員として女 けのフロ にてフェミ
ム、ジェンダーの も行なっていた を シ ー の制 で活かすことができるとも考えた。

員をしていた当 、フェミ ム関 の本でもタイトルにはフェミ ムと れない どにフェミ
ム関 の本は れなかった。さらに学術 、理 は り部 も ないため高 となり、 う も

限られていた。しかし 年、 ララ・ フ イ の ー ル 和 や、SNS の 、海外のフェ
ミ ムの り上がりにより、 ッセイ、 などのフェミ ム関 の が えた。また 員
の が り に されるような 型のセ クト でフェミ ムの が え、 なフェミ
ムが される ができたことが シ ー 制 の意 へと がった。 刊にあたっては雑誌が今

れるのかという 念が社内にあったが、 雑誌や における 年のフェミ ムの り上がり
を ールした。企画が ったのは、 的 さな 社ゆえ 者が にできるところがあったた
めではないかと考える。 

報告の 後に は シ ー が目指していることを った。 は共感と啓 について次の
ことに 目する。 によれ 、1975 年に 中 や 子 らが していたミ ー ル“お

なの解 ”におけるスロー ン「啓 より共感、 りより い」にはリ ／ 動の たちが共感を大事
にしていることが れている。また 制 対の を らかにし も行うなど、今のフェミ ム
との の いが られる。そして 1980 年 後 から 90 年 後、 動 と研究 の関心に れが て
きた。研究者中心で 女共 画が進められるなど、 啓 が され、女 学・ジェンダー学者の

報が力を つようになった。 はフェミ ムの がりには共感（ な と の ）が、
またフェミ ムの への の きなど めるには啓 （ を しないための ）が共
に であり、その両者を行き する を目指し シ ー を しているとした。 

トークセッシ ンでは、 シ ー は学術 よりは手に りやすいものの としては ー ルが
高く感じられるなどの意 が せられた。 によれ 、共感と啓 両方の が っていることで、

しく感じた部 も後に思い してもらえることに意 がある。さらに に ての に かってもら
おうとする はなく、 間 でも が がっていくことが大事である。また 今のトランス女

などにはフェミ ム として し続けていきたいし、 かしらの クシ ンが だと考
えている。 は、 デミ にいる には な 報に クセスできる特 が、 者には本をつ
くり できる特 が、あるとする。そして え 社会的 者とされている が を上げると 中
に い しやすい が続いているため、 な で対 ができるイ ントなどを開催する
を指 した。他に今後の シ ー やフェミ ム 動の展開について な意 が交 され、セミ
ナーは した。 

当 （お茶の水女子大学大学 ジェンダー社会 学専 ） 
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IGS セ ー 

19 世紀 国女性の ンターセ ルなア ンティテ
ィと ィア  

ジ ー ・ ルー 女性  女 な の （1851）
を  
 
 
 
日 2022 年 7 29 日（ ）18:00 19:30  

会 オンライン開催（Zoom ウェ ナー） 

 

ーシー・デ ウス（デポール大学 教 ／フル ライト
教員） 

会 ⼾⾕陽子（IGS 所⻑） 

催 ジェンダー研究所 

日 （ ） 

者 52  

 

フリ 系 リ の女 活動 ジ ーナ・ト ルースが
1851 年オ イオ の女 会 で行った 「 たしは女ではない
のか 」は、 者による、 術 しの だったことから、 者それ れの「 」により

の クストを み すこととなった。 する な つの クストから、 の イデン
と デ を 次元的に「 用」し目的を推進したト ルースの を、インターセクシ ナル理
と、インター デ 理 を じて する。 

開催報告  

2022 年 7 29 日、IGS セミナー「19 国女 のインターセクシ ナルな イデン と
デ 理 ジ ーナ・ト ルース女 会 「 たしは女ではないのか 」(1851)を に」がオ
ンライン開催され、 ーシー・デ ウス Marcy Dinius （デポール大学 教 ／フル ライト 教
員）が、 フリ 系 リ 女 活動 の ジ ーナ・ト ルース Sojourner Truth (1797 -1883)が 1851

年のオ イオ 女 会 で行った 「 たしは女ではないのか 」(“Ain’t I A Woman?”)を り上げ、
の 導フェミ ム として され、 では の形態に ・ されて合 国国内で

く まれているこの を、インターセクシ ナリ 理 とインター デ 理 を じ、 の
イデン と デ が交 する な として考 した。 

デ ウス はま 、インターセクシ ナリ の定 を、研究者／活動 のク ンシ ーKimberlé 

W. Crenshaw（1959 ）が した、「 と 構 が交 する中で、 合的な イデン が形
成され、一 の と を み す のす て」と し、この から以下の を進めた。 
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女 、 フリ 系 リ 、活動 、 など の イデン を ち、 者であった
ト ルースの を復元する方 はなく、 した 者の「 」や の から成る クストは、
その後 形成されやすいものとなった。特に な クストとして、 つの クスト（ロ ン ン
Marius Robinson ・新 Anti-Slavery Bugle1851 年 、 ージ Frances Dana Gage ・1862 年
New York Independent および National Anti-Slavery の両方に ）が げられる。 

この つの クストには大きな いが られる。 “Ain t I A Woman?”の で く られることとなっ
た 1862 年 ージ は、当 の くの フリ 系 リ が す フリ と 国 部の クセントが

った方 で されている。ト ルースは、 ー ーク で当 者が使用したオランダ を
第一 とする として、オランダ の クセントが い を したとの があり、 ージ

に際し、 的な意 が いた事実を すものである。一方、ロ ン ン は、ト ルースを元
と しているが、 であることを 調する はなく、 な「Ain t I A Woman?」のリフ インも

在しない。 

学の を めた The Norton Anthology of American Literature の 新 は、 者 としてト
ルースを し、ロ ン ンの クストを している。ロ ン ンを 者の一 と することも、

ト ルース は ージ を だという事実の もない。 

1875 年に された Narrative of Sojourner Truth, A Bondswoman of Olden Time（ト ルース の
）には、本 の意 により ージ が収 されている。オー スタ・ローバック Augusta Rohrbach は、

これはト ルースが「 な イデン としてではなく、 の構築としての を 調
した」 果であり、 女が「あらゆる を に 用し、それを として け」、「 の構築」
を の行 ではなく「共 の」 として理解していたためとしている。 

他者との協 で制 した本や画 を として することで、ト ルース も イデン
を 新しつつ 活と 活動の信 両方を支えていたといえる。The Norton Anthology はト ルースの

を 用することで の対 を 大したが、ト ルースが よりもオラリ を、 者より
も共 業を 的に だという な事実を することはなく、 フリ 系 リ 学の

において、コラ ーシ ン、コ ー、その他の オリジナル、 の がいかに な意
をもつかを す 会を している。 

後にデ ウス は、ウェ イト https://www.crmvet.org/poetry/ftruth.htm 上で 者が の 者に
よる クストを できるように したス ッ ン Erlene Stetson の みに し、ス ッ

ンによる を含め、それを にする開かれたト ルース クストの を した上で、
在このような形で されるト ルース は、 女が の な デ と 、 術的に

も理 的にも 雑な思 であり、 イデン 、 デ 、 力がどのように交 し 用す
るかをしたたかに 用し、 の目的を推進していたことを けるものであると した。
後、デ ウス へ くの や感 がよせられ、リ ート にもかか ら 、会 は 者

による、さらなる 内容や ー の と がりを共 する活 ある となった。 

当 （お茶の水女子大学大学 社会 学専 ） 
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IGS セ ー（学内 ） 

本（と世 ） る性的 リティの  

 

日 2022 年 11 9 日（ ）18:30 20:00 

会 イ リッ 開催（ 間 成 学研究 408 、
Zoom ウェ ナー） 

 

（ ⼾大学教 ） 

「Sexual Minority Politics in Japan (in the World)」 

会 本新 （IGS 特任 ） 

催 ジェンダー研究所 

 

者 18  

開催報告  

 お茶の水女子大学ジェンダー研究所（IGS）は、2022 年 11 9 日に IGS セミナー「日本（と ）に
おける 的 イ リ の 」を イ リッ で開催した。 ⼾大学教 の を報告者として

し、 会は IGS 特任 の 本新 が務めた。このセミナーは、IGS とタイの ジ 大学 大
学（Asian Institute of Technology: AIT）により 年実施されている国際研究交流プログラム「AIT ワーク
シ ップ」（本報告 62 ）の一 として行 れたもので、AIT から 日中であった交 学 2 も

した。 

  は、「 をめ る は 的である フェミ ストの 」、「国 国 的なものに
する と 」、「 と ンクウ ッシング さの 業 と 的なものの 」、「行 者
としてのセクシ ル・ イ リ を す者」、「研究・考 に められる な感 」という
5 つのト ックを して、 ー であるセクシ ル・ イ リ のポリ クスについて次の
ような報告を行った。 

 1 をめ る は 的である フェミ ストの  

はま 、17 に リスト教が と定 した「 者」の について解 した。19 、
は され、 理 された。20 まで、 業社会の中 をなす中 の間では、 は

「間 い」であり、 は「 しい」という考え方が一 的であった。資本 社会においては、中
の は くことができない な構成 であることから、 イ、 ン、トラ

ンスジェンダーの たちへの の一 となったと考えられる。 だけでなく、 も含めた の
本当の についても しく された。この 2 つの は、女 （ や ）が の として 報
で行っていたのである。これらのことから第 フェミ ストの くは、セクシ リ を含
の はまさに であり、 的な であると してきた。 
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2 国 国 的なものに する と  

次に は、LGBTQ の や にかか る「 」に をあてた。一部の国では は合
されているが、日本では ップルのパートナーシップ はあっても、 は で じ

られている。 を合 す きかどうか、 の合 を 定することが であるかどうか、
が続いている。“21 の国 は、LGBTQ の を として えているのだろうか ”、

はこう いかけた。 

3 と ンクウ ッシング さの 業 と 的なものの  

日本を含め、 くの国で LGBT が ームになっている。第 3 パートで、 はこの を支 と 念
の 2 つの 面から えた。"LGBT "の は られる きだが、 ンク・ウ ッシングや LGBT ト ッ
クの過 な 業 も される きである。 さの 業 は 在、 中で こっており、LGBT の
ト ックは に大きな収 を上げることができる。しかし、 くの実 的な （ジェンダー 等、

、 イシ ムなど）を する と 意 が け ちているのが である。 

4 行 者としてのセクシ ル・ イ リ を す者 

第 4 パートで は、LGBT 当事者たちが社会の 者として活動する際に、"LGBT " ラン を活
用することの リットとデ リットを した。 リットは、" き る"、" の 進"、" の
ンスを やす"、"対等な や 間になる" などに される。デ リットは、"新 の "、"

イ リ の "、" 力の 用"、"他者の "であった。 

5 研究・考 に められる な感    

後に は、セクシ ル・ イ リ の について研究・考 する際には、 な感 を か
せて しいと した。 え 年、（LGBT の中で）"G "（のみ）を 流 していく に対して、他
の イ リ はどのように対 する きか。 たちは、 的、 的、 動態的、 的、 理
的、 的、 的、 的、 教的に なる で が きているのかを注意 く に考 す き
であると れた。 

 の後は活発な が交 された。 くの 者から が せられ、 は を じて
今 のセミナーの内容をさらに めた。 

当 Tianyao JIANG（お茶の水女子大学大学 ）（ 本新 ） 
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IGS セ ー 

ィアな  な ィア ー ティ ィティ  
国大 と の ィア女性 の ラン ルな 動 性 （ リティ） 

 

日 2022 年 12 9 日（ ）15:00 16:30  

会 国際交流 学 プラ 3 セミナー  

報告  

ルセッタ・ ム（ 大学 学 教 ／2022 年度 IGS 研究
協力員） 

会 大 （IGS 教 ） 

催 ジェンダー研究所 

 

者 25  

開催報告  

2022 年 12 9 日、お茶の水女子大学内国際交流 学 プラ
3  セミナー にて、IGS セミナー「ク な か 新たなク

／ ー か 中国大 と のク 女 たちのトランスナシ ナルな 動
（ リ ）」が開催された。 大学 学 教 であるルセッタ・ ム Lucetta Kam がス
ー ーとして した。 

 において ム は、2005 年から 2011 年にかけて行っていた上海の
ラ ラ

（ク 女 を意 す
る）たちの ス グラフ ー研究の ⻑として、中国に を つク 女 の国 を えた リ

に関するプロジェクトに り でいるということを した。このプロジェクトを じ、 ム は
中国から他国に 動するク 女 たちの 、ク としての 、願 をとらえるとともに、

で中国にいる新たな のク 女 たちの国 を えた 動の を し、その のありか
たをめ って新たな を げようとしているという。 

 ム は本調査の協力者を、「ク 」の ン ラ・タームの下でとらえた。調査協力者のセクシ
リ は、 ン、バイセクシ ル、フルイ 、パンセクシ ルなどが含まれた。またジェ

ンダー・ イデン については、女 、H（中国 において でも女 でもないジェン
ダー・ イデン を指す）、P（中国 におけるフェミ ンな ン女 ）、T（中国

における ス リンな ン女 ）、ク などが含まれた。この把握の下で ム は「ク
・ リ 」を、中国に を つク な中国 女 が一 的または 続的に国 または大

を し、他国・他 に 在することを指す 念として じていった。 

 ム は調査において、ジェンダーとセクシ リ 、そして 理的な リ をめ るインタ
ーセクシ ナリ に 目し、「どのようにして 動 は解 的あるいは規制的な力学として く
のか、どのようにセクシ リ は 動 に を すのか、ク な の 動 に
かの と

らのジェンダーはどのように 用するのか」といったリ ー ク ス ンを ててきた。中国で
は 2015 年から 2018 年にかけて調査を行い、2022 年からは でも の に り でいる。
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の ースについては 続的に調査を行っている 上であるという。 

 年、 間のパートナーシップや にもと いて を け れる国が てきたり、ク ・
ル ーのグローバルな がりが進 だりしていることで、ク な は によってより い

活を 得できる を 的にイ ージしたり、実際に を 画したりできるようになった。国
を えた 動・ の は、 国かつ け れ国での 、セクシ リ 、 、ジェンダー
とポスト 、（ク ）グローバリ ーシ ンなどをめ る在り によって形 られている。 

 ク 女 たちの海外への 動の実践は、ポスト社会 中国におけるコス ポリタン的 の
という において、あるいは社会的に ましい行動規 という において理解されてきた。これを

まえつつ、 ム は、国 を えた 動 は、コス ポリタンとして、またポスト社会 国と
しての中国において、新たな ー 、すな ち なク である（になる） きだ
という の に していると指 した。 

 中国から国外に ることを、中国 で「
ーグオ

」（chuguo）という。 ム によれ 、「
ーグオ

」には「

るい の 」のような意 合いがある。 い 会の リート または中間 にとって「
ーグオ

」は
ましい き方であり、 と 資本を上 させるライフコースととらえられている。ク 女 たち

にとって、一 的な「
ーグオ

」は におけるス ップ ップであるともに、セクシ リ やジェン

ダーをめ る 和を感じることなく 活することを にする。それゆえに
かの と

らは「
ーグオ

」を一つ

の手 として するようになる。 動 は、
かの と

らのセクシ リ とジェンダーにとって
心 の さを 得するための交 において なのである。 

 トランスナシ ナルに 動するク 女 たちは、セクシ リ とジェンダーにおける と
社会的 を手に れようとする。新 社会において国際的な教育、 、グローバルな の

会が がるというとき、ク たちは と を得るためのルートを新たに手にしている。 

ム は 2013 年の において、 びとが イや ンである以 に「 」である がある
という の をとらえ、 “Politics of public correctness” 「 共的 しさの 」という 念を
した（Kam 2013）。「 共的に しい」 間であるということは、 的に を められた となるこ
と、そして社会 上「 的」であり、 な であり、「 」で「 るい」という、 ー

な に 合する セクシ ル的な デルに くことを意 する。 リート の 者た

ちが国 を えた リ 、あるいは「
ーグオ

」を実 していくというとき、ク な はそのよう
な 共的 の に み まれている。この意 において、トランスナシ ナルな リ は中国
における ー の新たな デルとなっているのである。 

 ム は 後に、実際に行った調査事 の内容をいくつか した。調査協力者たちの年 やパート
ナーシップの 、 、 などはさま まで、データに み、これまで ム が した

念を するとともに、 者にとっては に理解がしやすくなっただろう。 

 ム の発 の 後には が行 れた。 では から があり、 り上がりを
せた。また 在まさしく進行中であるという における調査についても ム から していただく

ことができた。 

 本セミナーでは会 が 員となる ど、注目を め、 に 実した 間となった。 

Kam, Lucetta Yip Lo., 2013, Shanghai Lalas: Female Tongzhi Communities and Politics in Urban China (Queer Asia):  Hong 
Kong University Press. 

当 日 子（お茶の水女子大学 後 ジェンダー学際研究専 ） 
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 「 」を する 
 ・ ンタリー  き 1973  

 

 

 

日 2023 年 2 17 日（ ）14 00 16 00  

会 イ リッ 開催（国際交流 学 プラ 3 セミナー
、Zoom ウェ ナー） 

報告  

（一 大学 か ／ 教大学ジェンダーフ ー
ラム教育研究 員） 

本新 （IGS 特任 ） 

会 大 （IGS 教 ） 

催 ジェンダー研究所 

日本  

者 63  

 

画 ・今 は、1971 年より一 の ・ ンタリーの制 に 手する。「 シリ
ー 」と されたこの中 で、 還 の のために れた ジ にて、今 は元「から
ゆきさ 」の日本 女たちに 会う。そうして 成したのが ンタリー からゆきさ （1973）
である。この は、実際の元「からゆきさ 」の女 たちを に している一方で、今 の

画の ⻑ 上にあり、今 のジェンダー を 考するにあたっても な を める。本
セミナーでは、「 」から されてきた元「からゆきさ 」の や が今 による からゆきさ

でどのように「 」されているのかを、 画学と 研究 方の 面から み解く。 

開催報告  

本セミナーは、 画 ・今 による ンタリー 画 からゆきさ （1973 年）を
に、「からゆきさ 」と れた ・大 に 一つで海外へ「 」に かった日本女 たちの

とその意 を、 研究と 画学から考 したものである。 ンタリー 画 からゆきさ
15 度を した後、 画学・ 学から原 画の研究を専 とする と、ジ

ェンダー 学から「からゆきさ 」研究を専 とする 本新 が として し、 ンタリ
ー 画 からゆきさ を 解く考 や が報告された。 

学の から 本新 は、「 ク さ 」の に ちた を したうえで、「 」とい
う ーワー に注目する。今 にとっての「 」とは日本の から き去りにされた であり、
からゆきさ は女 たちの「 」の を することを目的とした けだが、実際、今 は が

する「 」を女 たちから き すことに している。その として、 本 は、 和

39



国 ン ジ ー 

 

 

による「流 」という 念と し、今 は元「からゆきさ 」の そのものには関心を せていなか
った を指 する。今 による「 」は国 国 的思 に基 いており、今 が する「 」は
国 、資本、 力といった クロな構 から「 てられた」という を たなけれ 発せられること
はないものである。一方、元「からゆきさ 」が る「 」は、 や 、 者などのミクロな
間関 に対して けられており、今 の 関心の ではくみ ることができない。 本 はミクロ

ルの女 たちの りに クロな構 が 関している や、 り手である今 も ⻑制的構
等、 クロな構 から である けではない を指 した。 

次に、 は 画学の から からゆきさ の 画としての 面に注目する。下 社会の
に を当ててきた今 には たつの特徴がある。一 目は、女 の を じて日本の ・

を 的に把握する 、 つ目は ンタリーという方 である。 によると、 者
については、 からゆきさ でも と の みのもと、日本の海外 との関 の中で元

「からゆきさ 」の が られており、後者については、1960 年 から の 画を 新する方 と
された「 ンタリー」という手 を からゆきさ でも 用し、 として されてきた「社
会的 事」と、 されることのなかった「女 の 的 」という対 の中で が されたと
いう。 えて、 は、今 が女 たちの にのみ を当てることで、 国の に特
の に っていると指 する。 からゆきさ では「 ク さ 」の が 的に され、
の になるにつれ、「 ク さ 」は「 る 在」から、元 用 や 元の 間、そして今 によって

「 られる 在」へと いやられている。しかし、 は、 で ごもる「 ク さ 」の こそが
もつ としての についても した。 

報告後の では、今 を含 後の 的な のポジシ ナリ の さや、
における の や ス シ の の 、 ラ ンなど 者の の など に

たる が交 された。 

当 大 （日本学術 会特 研究員（RPD）・ ⼾大学） 
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と の リティ  
 
日 2023 年 3 13 日（ ）15:00 17:00  

会 イ リッ 開催（国際交流 学 プラ 2 目的 ー
ル B・C、Zoom ウェ ナー） 
報告  

子（ 教大学社会学部教 ） 

「 と 事 のポリ クス 高度成⻑ における ・
告を中心に」 

（ 大学大学 学研究 ） 

「 後 における の とジェンダー 高度 成⻑ を中心に」 

デ ス ッ ント 大 （IGS 教 ） 

会 本新 （IGS 特任 ） 

催 ジェンダー研究所 

日本  

者 99  

 

たちの日 においてどのような がどう するかという は「パー ナル」そして「
ス ック」であると に に「ポリ ル」である。1983 年にルース・シ ウ ー ・コー

ワンがその お さ は しくなる かり （ 大学 ）において じたように、19 か
ら今日に るまで、 の 術開発から 流 までの過 は、国 による基 的なインフラスト
ラク の や 業 の推進の と く びついてきた。コーワンの研究はそのような ク
ロジー・シス ムの下で、 の 術 新によって 内 が ・ 雑 したこと、「 さ」や「

」をめ る責任がジェンダー されていったことを き した。 

本セミナーでは、日本の の の下での「 ス ックな」 関 の 容について、
を基 に、ジェンダーの から み解いていく。日本社会では高度 成⻑ に 業におけ

る 用が 大し、その 面で女 の 業が し「 」が 大していったことが られる。こうし
た において がどのように したのかを、 部と 部の やその意 にも目を けなが
ら、あらためて していく。 

コーワンの研究から 40 年 った今日でも、 ク ロジーが らしを にするという は く流
し、 者の を し続けている。 と らしの を 的に りかえることで、 た
ちがどのような 面を きてきたのかを確 することを目指したい。 

開催報告  

 2023 年 3 13 日、IGS セミナー「 と らしのポリ クス」が開催された。お茶の水女子大学
ジェンダー研究所特任 の 本新 による 会の下、 教大学社会学部教 の 子 、 大
学大学 学研究 の が し、お茶の水女子大学ジェンダー研究所 教 の大

がデ ス ッ ントを務めた。 
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第一報告（ ）「 と 事 のポリ クス 高度成⻑ における ・ 告を中心に」で
は、 が に した高度 成⻑ の である、1955~1965 年を中心に、 と

事 がどのように られ、 されてきたのかが じられた。 は による女 解 、
という は、どのような 理により成 したのか、また が 内において の意思

定によってなされたのかを、当 の 活動・ 告 から した。 

「 」という は 1920~1930 年 に ス デ に く しており、 の「 」に
おいても、 が を用いて 的に 事をする が かれてきた。 においても
の を目的とした 会等が 開催されたが、その には、 間の 開 の があ
った。 会の展 において、 を行った は、「 的」で「 的・合理的・ 学的」な
事がなされ、 が し新 を学 るため「 的」であると された。 

後の による女 解 、 は、国の にかか る ネル ー に びつい
て展開した。1949 年に された 会は、 力会社や ー ーからに えて、女子大教

、 の行 なども理事に り、い 国を げて の をした。ここでは「
の は の から」と ける一方で、 の導 によりできた 間をどう使う き

かについて「 」に対する い規 がみられた。また の 告の では、 や と
いった が や⼾ から や に「 えられるもの」として されていることが指 された。 

第 報告（ ）「 後 における の とジェンダー 高度 成⻑ を中心に」では、
の社会的プロセスについて、 告は のどのような を したのか、また という 過

の において、 の導 は の （関 ）の をどのように させたのか、という が
目された。日本の では 部と い、1960 年 に 業（ ）の と 行して に が

した。 に も していた雑誌である の は、 中・ 後の もあり、 告に
定的な をしていたものの、1950 年 後 以 は協 合の雑誌として の 告も するよう

になった。 の 告に関しては「 リ 活の い手」的 面を 調するよりも、 面が
調され、 な大手 企業だけでなく、 業 の 所が動力 や精 と に、

の 告を 国の で っているという で していた。 

 第 次大 後の において 的に推進された 活 事業のなかでは、 の 度や
・ 間等が調査され、 が「しごと」として められるようになると、共 の導 が進 だ。
事業においては は により 力 するが、その 事や により手をかけたいという方
があり、 いた 間をそれらや会合などに した 合には「 しくなる」 はある。 は、

の 過 のみでなく、女 の を る があると指 した。この の日本 では、
の共 用だけでなく、 という 事そのものが共 された もある。つまり 的な 学

術の導 は新たな の共 を一 的にせよ り した があるとした。 

 つの報告を け、デ ス ッ ントの大 は、 たちの日 において、どのような がど
う するかという は「パー ナル」であり「 ス ック」であると に に「ポリ

ル」であること、また「 ス ック（国内の）」に えることが、「グローバル」な
につながっている もあるのではないかとコ ントした。大 は事 として、 後 における
日本 の と 事 者の 用の関 に しながら、グローバルな において ク

ロジーが女 の「 ス ックな」 を したという を した。 

当 日 子（お茶の水女子大学 後 ジェンダー学際研究専 ） 
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IGS セ ー 

ィアする 本文学 
ア・動 ・ とジェンダー 

 

 

日 2023 年 3 20 日（ ）14:00 15:30  

会 オンライン開催（Zoom ウェ ナー） 

報告  

内 （日本大学教 ） 

会  

⼾⾕陽子（IGS 所⻑／お茶の水女子大学教 ） 

催 ジェンダー研究所 

日本  

者 116  

開催報告  

 本セミナーでは、2023 年 1 に刊行された ク する 日
本 学 ・動 ・ り （ 社）の 者である 内 をお きし、 ごとの成り ちや
など を っていただいた。 では、ク ・フェミ ム を中心に、動 や などをめ
る 理 を 的に用い、 子、 上 、 子、 理 子、 和 子という 5 の

の が じられている。これらの について を みる際、 者が く意 したのは「当
事者」的な をとらないこと、また、 に関する 報や理 的な みではなく、あくまでも「

を 」ことに力 を くことであると 内 は る。セミナーは、 内 による報告ののち
の 間が けられ、 との意 交 がなされた。 

内 はま 、 を くことになったきっかけとして、「お茶の水女子大学 21 COE プログラ
ム「ジェンダー研究のフロン （F-GENS）」（2003 年 2008 年の 部 学 事業）との関 り
が大きいことをあげる。 プログラムのプロジェクト D（理 構築と ）の研究員をつとめたこ
とで、学内外の研究者の思 的 みから大きな を けることとなり、その際の関心が の
となっていることが めて確 された。 

それ れの は、「ク を なかたちで みる」という 意 と、「 を ことの意
を う」という 意 とに かれていると 内 は 調する。第一 では、 子の「 」に

する の り手「 」の 態を、思 的なク ネスとして み でいる。この 考を構 中、
学の ン に関する を するなかで、 ン女 についての社会学的調

査を考 することと、 としての ンについて みとくことの を することとなっ
たという。女 研究者であっても、 を ときには女 であるという当事者 や、 的で 的
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な「 」というバイ スをいった きに き、 を 念に ことの に思い ったこ
とがあかされた。 

また、社会的に「 えない」ものとしてある 規 的なジェンダー・ イデン が き まれ
ている に関心を ける 内 は、一 の 者として「ク する」という を行うことで、そう
した イデン やセクシ リ をめ る が される 的 解 業に心 かれる
という。第 から第 まで 上 の が れるなかで、フェミ ム の から

的に まれてきた ルウェイの を った第 では、女 たちの セクシ リ が
されることとなった。第 では、「 シントンの 」の が イであることに 目し

イ 学として みなおすことで、 解だった の の意 に くこととなる。「 目
の 」をトラウ と 研究の から み した第 では、 確な がないにもかか ら 、

力 を けた の が ち上がってくることになった。 

かつて F-GENS が実施したシンポジウムをきっかけに、 学や の 理について学び、 めてフ
ェミ ム の から に り だことは、第 の 子の「ジ と と たち」
の につながっている。さらに 理 子の が じられた第 では、 らに

する の 理の関 をみたうえで、 と 間との をク な関 として解 できるとする。
第 では、 和 子の 使 における と のジェンダー されない の 理に基
く関 を指 し、 者的でク な らの は、 を とした 的な資本
の のオルタナ を するものであるとした。 

内 による報告に りがつけられたのち、 会の⼾⾕陽子 IGS 所⻑が、1980 年 から 90 年 、
イ 中の ー ークでク を きようと みた ー ストらの に しつつコ

ントを た。本セミナーには、学 や日本 学研究者のみなら 、 く学内外から、ジェンダー
に関心のある 116 以上もの が したことから、報告 後には、 と 構 との関 、動
の からの いの他、 者 の みの などに るまで くのコ ントや が せられた。

クストを「ク する」 み解きによって めてさま まな が かび上がることとなり、
なおかつ 者である 内 のク ／フェミ ム／ジェンダー 研究者としての に れ
る な 会となったと考える。 なりに を み してみたいと思う方 には、 を 解
いていただきたい。 

当 子（お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所研究協力員） 
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▶ 2022  IGS 研究 ────────────────── 

IGS 研究  
IGS 研究 研究  
 

 

日 2023 年 3 17 日（ ）10 00 12 30  

会 オンライン開催（Zoom ミー ング） 

報告  

（専 大学 教 ） 

「ミ ジ ーとフェミ ム」 

（ ナーリンク・ジ パン） 

「 に関する の が ナーリンクに す
と 」 

子（ 国 大学 教 ） 

「 グ・ コ ミーと に関する研究動 」 

子（ 大学 ・ 特任 ） 

「 女 の資 形成 日本と ルウェーの から」 

・コ ント  

⼾⾕陽子（IGS 所⻑／お茶の水女子大学教 ） 

会  

本新 （IGS 特任 ） 

催 ジェンダー研究所 

日本  

者 15  

 

 お茶の水女子大学ジェンダー研究所では研究所に在 している研究協力員に の研究 も 、
研究報告することを 務 けている。2022 年度は 、 、 子 、 子
の 4 が当研究所の研究協力員として研究活動を行い、その研究成果報告として 2023 年 3 17 日に
IGS の ンバーや学内研究者に けてそれ れの研究について報告した。 

開催報告  

 2023 年 3 17 日、お茶の水女子大学ジェンダー研究所の研究協力員研究報告会を開催し、2022 年度
の IGS 研究協力員であった （専 大学）、 （ ナーリンク・ジ パン）、
子 （ 国 大学）、 子 （ 大学）の 4 が報告した。 

  は「ミ ジ ーとフェミ ム」というタイトルで報告した。今 の報告は 2022 年に され
たシーラ・ジェフリー とミ ジ ー 容行 の 学 （ 大学 会）を り上げ、こ
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の に するトランス 的な の とその 理の 確 を行うという であった。ま は
トランスジェンダーをめ るリ ラル・フェミ ムとラデ ル・フェミ ムの思 を し、次
いで 在の日本社会におけるトランス とそれに する を した。トランス 的な は一
部のフェミ スト からも発せられており、それにどのように する きなのか、 考になるだろう
と思 れる の を しつつ、インターセクシ ナリ 念の を 調された。  

 は「 に関する の が ナーリンクに す と 」という ー で、
も ち上げに関 った一 社 ナーリンク・ジ パンの活動を して えてきた につい

て報告した。 ナーリンクとは、 で まれた と過去に精子や 子を した ナー、ま
たは 一の ナーから まれた を び ける（リンクする）ことを指すが、その際には ナーの

の 報や 者の が を けた際の 報、さらに 者の 報やその 報開 が となる。
年では「 を る 」を で している国も えてきているが、日本ではまだ ナーの 的

を する が 在しない。 は、 の による を し、日本における の
と ナーリンクへの社会的理解の まりの を した。 

 は「 グ・ コ ミーと に関する研究動 」という ー でイン ネシ の グ・
コ ミー における 事 者について報告した。 グ・ コ ミーとはプラットフ ームを し

て行 れる であり、「 グ」とは には ・ の 用形態を指すこと である。 は、
グ・ コ ミーをめ る 行研究の を 理し、かつては における第 次 として

「女 （feminized）」されていた グ・ワークが社会的 プロセスの中で 流に 行してきたことを
した。こうした流れを まえた上で、イン ネシ の グ・ コ ミー型 事 者の とイン

タ ーを しつつ、 グ・ コ ミー型 事 者と一 的な 事 者の をし、社会 の
や意 の を して ・ される 事 者たちの を した。 

 は「 女 の資 形成 日本と ルウェーの から」という ー で報告した。 高
社会を えて 後の に えるための資 形成の が高まる中、 それ れの 資 の
が 在している。 はこうした それ れの資 の にジェンダー意 が関 するのでは
ないかと日本と ルウェーの 調査を行った。 間の資 には年 や学 、収 などの に

えて の意思 定を が っていることも な であるという イ の 行研究を し、日
本の調査ではこれに準 るという 果だったが、 ルウェーは くそうした が につながってい
ないことを実 的に した。 の意思 定を がもつと資 が くなるという日本の 合、それ
は収 の ではなく 業に いており、 業を うことが 間の 資 の

につながっていることが指 された。 

 4 からの に い ー とそれに関 する に、 者の間からも な やコ
ントがあがり、 に意 のある を展開することができた。 後にジェンダー研究所所⻑である⼾
⾕陽子教 より報告会についての総 の が られた。 

 

当 本新 （IGS 特任 ） 
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▶ 2022 IGS 国際 ン ジ ム ────────────── 

 「東 ジ にお ジェンダー」研究 ジェ  
アジア るジェンダーと  

日 2023 年 1 13 日（ ）17:30 20:00  

会 上 大学 2 414  
報告  

Ki-young Shin, Ochanomizu University 
Chang-ling Huang, National Taiwan University 
Jackie Steele, enjoy Japan K.K. 
Wan-ying Yang, National Chengchi University 
Soo Hyun Kwon, Korea Women’s Political Solidarity 
Mari Miura, Sophia University  
Kenneth Mori McElwain, University of Tokyo 
Tomoki Kaneko, University of Tohoku 
デ ス ッ ント  

Sara Childs, University of Edinburgh 
Gregory Noble, University of Tohoku 

催 WONDER Research Network on Women and Diversity in East Asian Representation 
共催 ジェンダー研究所 
協力  
研 基 研究 B（18H00817）女 の 画の 国会 員・ への ・ リング調査（

まり、 者 申 ） 
研 基 研究 C（19K12604）ジェンダークオータの 学：制度 と （ 申 ） 

 
 

An international research group organized by scholars and activists in Japan, South Korea, and Taiwan, WONDER 
(Research Network on Women and Diversity in East Asian Representation), has conducted elite surveys in the past 
years to explore commonalities and differences of elites’ perceptions on barriers into politics, policy preferences, 
and gender quotas among three Asian democracies. The International Symposium presents the major findings of the 
research and proposes further research agendas. 
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ジェンダー研究 ・ ー ーダー 研究  

 「 ラ の 」を る 
 「 ラ の 」の先 る と の な  
 
 
日 2022 年 12 23 日（ ）16:40 19:00 

会 イ リッ 開催（お茶の水女子大学共 2

201 、Zoom ウェ ナー） 

開会  

⼾⾕陽子（お茶の水女子大学教 ・ジェンダー研究所⻑） 

者  

（お茶の水女子大学教 ・グローバルリーダーシップ研究
所⻑） 

発  
ミッシェル・ライ ン（オーストラリ 国 大学教 ） 

「 ラスの とは 高リスクにおける女 リーダーの 」 

みどり（ 命 大学教 ） 

「 の のリーダーの ラスの と 動 リーダー」 

ン・ ーター ン（ ルー大学（スウェーデン） 教 ） 
「 ラスの は えられる  スウェーデンの高等教育における女 リーダー」 

コ ント （お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所特任 ） 

会の クン 子（お茶の水女子大学理事・ 学⻑／グローバル女 リーダー育成研究 構⻑） 

会 大 （お茶の水女子大学ジェンダー研究所 教 ） 

催 グローバル女 リーダー育成研究 構 グローバルリーダーシップ研究所 ジェンダー研究所 

日 （ ） 

者 121  

 

開催報告 はグローバルリーダーシップ研究所より以下のリンク にて、2023 年 11 に 開される
定である。 

 
https://www.cf.ocha.ac.jp/igl/j/menu/publication/d009813.html 
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▶ 2022  ン ───────────────────── 

本フェ 学 2022 大  

フェ 学 ・  
的世  

 

日 2022 年 7 9 日（ ）10:00 18:00  

会 大学 ンパス 14 4 401 教  

⻑ 大 （お茶の水女子大学）・ （専 大学） 

報告  

原 （ 大学） 

「プロ ジ ングの 学と ・ ・社会 」 

申 （お茶の水女子大学） 

「 力はどのように されるのか 資本としての
⻑的イ 」 

ム・イルジ （ 大学） 

「「 国 」と「 国 」: フ リ ン 女 の
と に関する日 研究」 

水 子（ 大学） 

「 原発事 とジェンダー を させる としての と 」 

 

理子（お茶の水女子大学） 

（ 大学） 

⾕ （フェリス女学 大学） 

合 （ 大学） 

催 日本フェミ スト 学会 

共催 大学 和学研究所 

後援 お茶の水女子大学ジェンダー研究所、 大学ジェンダー研究所 
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